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学校の教育目標
研究主題

研究内容・指導改善プラン
（指導の工夫）

資質・能力の育成

指導した結果を、具体的な
児童生徒の姿で評価する
（どれくらい「○○な力」
が育っているのかな？）

評価したことを、指導改
善や学習改善に生かす
（どのように改善に結び
付けるとよいかな？）

令和６年度 第１回学力向上推進会議より「指導プラン」にこそ、「指導と評価の一体化」の考え方を



データを意図的に活用する。

〇自校の「目指す姿」から

自校が取り組む「課題」を考える
◎自己有用感

◎主体的に学ぶ意識

◎対話的に学ぶ意識

◎深い学び

◎指導と評価の一体化について

関係する設問（＝データ）を選択

▲数値の低い説問
→自校の「課題」

令和６年度 第１回学力向上推進会議よりデータは意図的に活用する



データを意図的に活用する。

３つのステップで戦略的に「指導改善」

×数値の高い・低いだけに着目するのではなくて…

１ 自校の「目指す姿」からデータを選ぶ

×１つのデータのみで全体を考えるのは無理なので…

２ 複数のデータを組み合わせる

×「結局何をしたらいいかわからない」ではもったいない！

３ 具体的な学校教育活動の場面と
結びつける

令和６年度 第１回学力向上推進会議よりデータは意図的に活用する



学校の教育目標や研究主題をもとに「伸
ばしたい児童生徒の姿」を明確化

全教員で具体的方途を共有し、実践する。

《伸ばしたい児童生徒の姿》に対して、
どのような方途を取るか、計画を立て、
実践します。

中間評価の期日、方法をあらかじめ設定
しておきましょう。それをもとに、効果
を分析します。先生方の実感、子どもの
姿、客観的な数値を合わせて振り返り、
指導改善につなげていきます。

《伸ばしたい児童生徒の姿》に対する改
善を考える。
「全教員で共有し、取り組める方途」を
考える。

学校ぐるみで指導改善



令和２年度可茂地区学力向上推進会議資料より（一部加筆）学校ぐるみで指導改善

全教員で具体的方途を共有し、実践する。



令和６年度岐阜県教育委員会 「指導改善資料２０２４全体版」

国語に限らず、
他教科、他領域の場面でも置き換えてみましょう。

指導改善資料ｐ１

国語の指導改善



令和６年度岐阜県教育委員会 「指導改善資料２０２４全体版」

「読むこと」に限らず、「書く
こと」「話すこと・聞くこと」で
あっても、目の前の事実や自分の
知識や経験などと結びつけて自分
の考えをまとめる指導が大事です。

「事実と感想，意見とを区別し
て書いたりするには，事実を客観
的に書くこととともに，その事実
と感想や意見との関係を十分捉え
て書くことが重要である。それは，
自分の考えたことなどが客観的な
事象に裏付けられたものになって
いるかどうかを振り返り，自分の
考えをより深めていくことにつな
がるからである。」
（小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説国語
編ｐ１４２）

指導改善資料ｐ１

国語の指導改善



ここの教師の一工夫!

令和６年度岐阜県教育委員会 「指導改善資料２０２４全体版」

指導改善資料ｐ２～４

「わかったことを書きましょう」
「まとめましょう」
「感想を書きましょう」という教師
の指示は、それぞれ意図しているこ
とが違います。
また、何を、どのように、何とつ
なげて、何のために（何がわかるよ
うに）書くのか、その指示を明確に
することが教師の指導です。

国語の指導改善



令和６年度岐阜県教育委員会 「指導改善資料２０２４全体版」

国語に限らず、
他教科、他領域の場面でも置き換えてみましょう。

指導改善資料ｐ５

国語の指導改善



令和６年度岐阜県教育委員会 「指導改善資料２０２４全体版」

本単元で指導すべき「知識・技
能」を指導する時間を確実に位
置付けます。まとまった時間を
とればそれでよい、ということ
ではなく、繰り返し、繰り返し
意図的に指導することが大切で
す。

本単元にとどまらず、意識的に
これまでの学習を思いだして
活用するような場面を生み出し
ましょう。

指導改善資料ｐ５

国語の指導改善



ここの教師の一工夫! 令和６年度岐阜県教育委員会 「指導改善資料２０２４全体版」



知
識
及
び
技
能

生きて働く資質・能力を育むために

言葉の特徴や
使い方

情報の扱い方

我が国の
言語文化

思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等

Ａ話すこと・
聞くこと

Ｂ書くこと

Ｃ読むこと

「思考力･判断力･表現力等」の指導事項との関連を図る

言葉の特徴や使い方 考えの形成

国語の指導改善

（例）第６学年『鳥獣戯画を読む』／「発見、日本文化のみりょく」



可茂教育事務所

教育支援課 小野木学

算数

数学

指導改善資料ｐ９ 指導改善資料ｐ１３



小学校
の
課題

「図形」や「変化の関係」に関する設問

「数量や図形」に関する、知識・技能

 論理的に考えて説明すること

 判断や考えの正しさを説明すること

【要因】

概念や性質の理解に基づいた知識及び技能
の指導が十分にできていないこと。また、
根拠を明確にして表現する指導が十分にで
きていないこと。等

算数・数学の指導改善



算数１(1)

３５.３ ％

５７.８ ％

算数・数学の指導改善

令和６年度 全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会 資料より抜粋



令和６年度 全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会 資料より抜粋

概念や性質の理解に基づいた知識及び技能



思考を
深めるための

４つの視点

算数・数学の指導改善

指導改善資料ｐ９



中学校
の
課題

数量や図形にかかわる事象を数学的に
解釈し、問題解決の方法を数学的に説
明すること

根拠に基づいて筋道を立てて記述する
こと

【要因】

根拠を明確にして表現する指導が十分にで
きていなかったり、自分の考えを見直して
不十分な点を振り返る指導が十分に行われ
ていなかったりすること。等

算数・数学の指導改善



数学８(2)

どのように表現するか
算数・数学の指導改善

令和６年度 全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会 資料より抜粋



自分の考えを

書く
振り返る

小学校から
算数・数学の指導改善

指導改善資料ｐ９



授業展開
の
工夫

算数・数学の指導改善 指導改善資料ｐ１３



(小学校)

NEW!
GIFU
ｳｪﾌﾞ
ﾗｰﾆﾝｸﾞ

算数・数学の指導改善



（１）校内において

①全国学調等の結果分析の指揮
・分析ファイルを使った学年会や教科部会の
位置付け等

②調査結果分析に基づいた全職員の学校課題の
共有化
・分析ファイルを使った職員研修の実施等

③課題解決のための具体的な取組案の作成と提案
・指導改善の具体的な内容と指導改善サイクル
の確立

④指導改善サイクルの進行管理
・検証の方法や時期、内容の明確化
・研修結果のフィードバック、取組の評価と改
善案の作成と提案

（２）校外において

①可茂地区学力向上推進会議への参加
・指導・助言の内容を自校へ反映
・校内で検討会議を設定
・全教職員に周知・徹底

②情報交流
・同一中学校区
・市町村（組合）、可茂管内の学校

学力向上推進教師の活動例



■結果分析を行う。（教科や質問紙など、学力向上推進教師が中
心になって分担して、チームで分析して。全職員で。）

■調査問題を職員全員で解く。
■「質問紙調査」の結果から、普段の授業を「児童生徒がどう受
け止めているか」を把握する。そこから、「どのような指導が
弱いのか」をとらえ、教師の「指導の課題」を明らかにする。

■誤答を分析した上で、授業の「どこ」でどのような指導が必要
か、「何年生のどの学習場面で」というレベルまで具体的にす
る（指導計画に反映させる）。

学力向上推進教師の活動例



□定期的に授業に関するアンケート調査を行い、その変容から指
導改善の成果を測る。

□「質問紙調査」を（学力調査対象学年だけでなく）全学年で行
う。

□定例の会議の中に、学力向上について協議する場等を設ける。

□週報に伝えたいことを入れ、事前に手を打てるようにする。

学力向上推進教師の活動例
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